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小説
「こころ」

展開を的確に読み取り、主題を理解するとともに、登場
人物の生き方について考えを深める。

○

作者・作品に興味を持っている。

長文教材の話の流れを把握し内容を理解している。

○常用漢字の修得とともに慣用句の語源定着をめざす。

○

主題の中心となる重要な語句を把握している。

難解な言葉を理解しながら人間と現代社会の問題点
を読み取り、視野を広げる。

○ ○

○

後
期
中
間

随想・評論
「言葉は世界を切り分け

る」
言葉の持つ機能を改めて理解し、視野を広げる。 ○

随想・評論
「思考の肺活量」

筆者の視点を理解している。

言語と文化の違いの関連性を理解している。

○

現代社会の問題点を理解しようとする。

文の前後のつながりを理解し、。大意を把握する

語句の意味や用法を理解している。

前
期
末

明治の風俗を示す語句を理解している。

随想・評論
「豊かさと生物多様性」

取り上げられている問題を読み取り、人間や社会、自
然などについての視野を広げる。

後
期
末

考査
行動の観察
提出物確認

○ ○

｢言葉｣の指し示す範囲に関心を持つ。

○ ○ ○

農学徒として自分自身に引き寄せている。

筆者の主張を理解している。

○ ○

１対１の生物の関係とやりとりに関心を持つ。

置かれた状況とやりとりの中身を理解する。

語句の意味や用法を理解している。

登場人物の人間性と心理状態を理解している。

難解な語句の意味を理解している。

○

随想・評論
｢分からないからおもしろ

い」
若い筆者が用いる江戸っ子口調を理解しながら、言お
うとしている中身を理解する。

○

※定期考査については、上記の観点それぞれについて学習内容に応じて適切に配分しています。

学
期

単元（題材） 学習内容
評価の観点

単元（題材）の評価規準 評価方法

書く能力

読む能力 目的に応じて、まとまりのある近代以降の文章を読み、自分の考えを深め、発展させている。

知識・理解 言語文化及び言葉の特徴などの理解を深め、知識を身につけている。

学
習
方
法

○様々な文章を読み味わい、人間・社会に対する理解を深め、自己の表現に役立てる。

○自分の意見を話したり書いたりすると同時に他者の意見にも耳を傾ける習慣を身につける。

学
習
評
価

評価の観点 科目の評価の観点の趣旨

関心・意欲・態度 文章を読む楽しさを味わい読書に親しむとともに、言語文化に対する関心を深め、国語を尊重してその向上を図ろうとしている。

能

話す・聞く能力

担当者 使用教材 東京書籍「現代文A」・「新総合図説国語」・国語辞典・パスワード級別漢字

学
習
目
標

近代以降のさまざまな文章を読むことによって、我が国の言語文化に対する理解を深め、生涯にわたって読書に親しみ、国語の向上や社会生活の充実を図る態度を育てる。

令和3年度　年間指導計画
Ａ科：生物科学科　Ｂ科：環境科学科　Ｃ科：食農科学科

教科名 国語 科目名 現代文Ａ 単位数 1 履修学年・クラス ３ABC

考査
行動の観察
提出物確認

小説
「蠅」

表現や展開を的確に読み取り、主題を理解するととも
に、奇想天外な結末の面白さにふれる。

○ ○ ○

近代の作家について知ろうとしている。

考査
行動の観察
提出物確認

前
期
中
間

考査
行動の観察
提出物確認

○ ○

効果的な言い回しを理解しようとする

｢仕事｣とはどういうものか読み取っている。

難解な表現を理解しようとしている。

小説
「山椒魚」

登場する生き物に仮託された人間心理を理解する。


